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令和８年度第１回鶴田町総合教育会議会議録


 

１　期　日 令和８年５月１９日(火)


  　開会　午前１０時００分


  　閉会　午後１１時１５分


 

２　場　所 鶴田町役場３階　３０１～３０３委員会室


３　案　件 ①鶴田中学校の部活動の地域移行について


　　　　　　　　②教職員の配置状況について


  ③その他


 

４　出席者氏名


　相川正光町長、竹浪誠也教育長、長内公人教育委員、下山翔大教育委員、當麻

明仁教育委員


 

５　説明のために出席した者の氏名


　八木橋成人総務課長、一戸泰人教育委員会教育次長、宮本千世紀教育委員会課

長補佐、成田圭一総務課行政係長


 

６　会議内容


（相川正光町長あいさつ）


おはようございます。


教育委員会委員の皆様には、総合教育会議の開催のご案内をいたしましたとこ

ろ、ご多用中にもかかわらずご出席を賜りありがとうございます。


さて、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定により、地方公共団体

の長は、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興

に関する総合的な施策の大綱、いわゆる「教育大綱」の策定に関する協議のほか、

教育環境の整備や文化の振興を図るための施策についての協議、並びにこれらに

関する事務の調整を行うため総合教育会議を設置、開催することとされておりま

す。


今回は、中学校の部活動の地域移行について、並びに加配を含めた小中学校へ

の教職員の配置状況についてを主な議題として、町の現状と今後の対応方針につ

いて協議し、町と教育委員会が教育行政の方向性を共有し、それぞれが持つ職務

権限を行使することにより、効果的、かつ、着実に教育施策を前に進めて参りた

いと考えております。


本日の会議が町並びに教育委員会双方にとって有意義なものとなるよう、忌憚
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のないご意見を賜りますようお願いを申し上げます。


結びに、教育行政は学校教育から社会教育まで、また、子供からお年寄りに至

るまで、すべての町民に関わる重要な政策課題であります。今後とも、教育長並

びに教育委員の皆様には、第６次鶴田町総合計画の、教育に関する基本方針であ

ります「親も子ものびのびと成長していくまちづくり」にご尽力をいただきます

ようお願いを申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。今日はよろしくお

願いいたします。


 

①鶴田中学校の部活動の地域移行について


（八木橋成人総務課長説明）


これまでの経緯等について、私の方から説明させていただきます。


まず国が推進する改革の目的と背景でございますが、主な目的は２つある

とされています。


まず１つが、教員の長時間労働と働き方改革であるということでございま

す。特に、中学校においては、休日の部活動指導が教員の大きな負担となっ

ており、その解消が急務とされているところでございます。


もう１つについては、少子化による部活動の維持困難とされています。生

徒数の減少により、学校単位では、チームを編成できない、あるいは希望す

る部活動が設置できないケースが増えてございます。地域で複数の学校の生

徒を受け入れることにより、子供たちが多様な活動に親しむ機会を将来にわ

たって確保すること、この２点を目的としているとされてございます。


続いて国が示す、大まかなスケジュールでございます。


これまでの経緯でございますが、令和４年度までは、準備検討期間とされ

てございまして、国による検討会議の開催、ガイドラインの策定等を行って

ございます。令和５年度から昨年度、令和７年度までは、改革推進期間とさ

れておりまして、自治体が地域の実情に応じて、指導者の確保や受け皿とな

る団体の整備、財源の検討など、準備を進める期間とされてございました。

そして、令和８年度、今年度からは、改革実行期間とされてございまして、

休日の地域展開を本格化させるとともに、平日の活動についても、具体的な

方針の検討を行っていくと、そのような期間とされてございます。


続いて部活動の地域移行の具体的な進め方として、一般論として国から示

されているものでございますけれども、少しご紹介をさせていただきたいと

思います。


部活の地域移行を円滑に進めるためには、関係者が連携し、計画的にステ

ップを踏むことが重要であるとされております。多くの自治体で採用されて

いる一般的な進め方の手順は次のとおりです。
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まず、①といたしまして、協議会の設置と関係者の合意形成です。最初の

ステップとして、自治体、主には教育委員会ということになりますが、教育

委員会が中心となり、学校関係者、保護者、地域のスポーツ・文化団体、民

間事業者など、様々な関係者を集めた協議会を設置するということが示され

てございます。この協議会で、地域移行のビジョンや課題を共有し、進め方

や役割分担について、丁寧に合意形成を図ることが成功の鍵ということにな

ってございます。


続いて②といたしまして、運営主体、いわゆる受け皿の確保でございます。

地域クラブ活動を実際に運営する主体である受け皿を確保する必要がござい

ます。受け皿といたしましては、既存のＮＰＯ法人や、総合型地域スポーツ

クラブ、民間のスポーツスクールなどが想定されてございます。また、新た

に一般社団法人などを設立して運営を担うケースもございます。自治体とし

ては、これらの団体に対して運営ノウハウの提供でありますとか、財政的な

支援を行って、安定した活動基盤を構築できるように支援することが求めら

れてございます。


続いて③といたしまして、指導者の募集と研修でございます。受け皿とな

る団体と連携しながら、指導者を募集いたします。地域のスポーツ経験者、

退職教員、大学生、企業の人材など、多様な人材にアプローチすることが重

要とされております。集まった指導者には、技術指導だけではなく、子供の

発達段階に応じた指導方法、安全管理、コンプライアンスなどに関する研修

を実施し、指導の質を担保するということとされてございます。


④といたしまして、保護者・生徒への周知と説明です。移行期間以降、計

画が固まった段階で、保護者・生徒を対象とした説明会を開催し、丁寧に周

知することが必要とされています。活動内容、費用、スケジュール、安全対

策などを詳しく説明し不安や疑問に答えることで、理解と協力を得ることが

不可欠とされてございます。円滑な移行のためには、一方的な通知にとどめ

ず、双方向のコミュニケーションを重視する姿勢が求められてございます。


以上が、国で示しております背景、目的、そしてこれまでの経緯というこ

とでご説明をさせていただきました。


これらの経緯を踏まえ、当町教育委員会における現状と今後の対応方針に

ついて説明をお願いしたいと思います。


（一戸泰人教育次長説明）


教育委員会といたしましては令和３年度から、部活動指導員を配置してお

りまして、教員の負担軽減に努めて参りました。令和元年度から３年度は野

球部に１人、陸上競技部に２人、女子テニス部に１人、令和４年度は陸上競

技部に３人、女子テニス部に１人、令和５年度は陸上競技部が４人、女子テ
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ニス部に１人、男子テニス部に２人、令和６年度は陸上競技部が２人の女子

テニスに１人、男子テニス部に２人、令和７年度は陸上競技部が１人、女子

テニス部に１人、男子テニス部に２人で、地域クラブ化した柔道クラブに２

人、個人でやっているスキー部に１人配置しておりまして、今年度は女子テ

ニス部に１人、男子テニス部に２人、柔道クラブに２人となっております。

昨年度に地域移行したクラブとしては、相撲クラブ、柔道クラブ、陸上競技

部から派生した地域クラブであるＦｕｎ　ＡＣがあります。


令和元年７月には、町としての部活動ガイドラインを策定しておりまして、

活動の規定といいますか週当たり２日以上の休養日を設ける、平日は少なく

とも１日・週末は少なくとも１日以上休養日とすることや、週末に大会等で

活動した場合は、休養日を他の日に振り替えること、１日の活動時間は長く

ても平日で２時間、休業日は３時間程度とするというガイドラインを設けて

ございます。


令和２年４月には部活動の地域連携に関する検討委員会を設置し、要綱も

策定しておりました。令和７年２月は地域移行推進計画を策定し、それに基

づいて、昨年１２月に中学校と協議を行いました。学校側としては令和８年

度からの移行が難しいということで、令和８年度は移行準備期間として、令

和９年度に中学校としては部活動を完全に廃止するということで、令和８年

２月５日の小学校６年生体験入学時に６年生の保護者へ説明をしておりま

す。在校生の保護者、部活動の代表、顧問には、２月１０日に公民館で説明

をしております。


それから地域クラブ活動に関する認定制度についてと部活動廃止について

を中学校に行って打ち合わせをし、７月の下旬に各部活動の意向確認とクラ

ブ化できるか、できないのであれば何が問題なのかを話し合って、指導者が

いないということであればスポーツ協会へ打診したり、スポーツ協会で人を

出すのが難しいのであれば下山学園とも協議して、何とか地域クラブに移行

できるようにしていきたいと考えております。また、現在、文化系の部活動

は吹奏楽と美術部がありますが、そちらは指導者がなかなか難しいので、町

としては地域クラブ化はできないということで、吹奏楽についてはつがる市

のウインドブラスであるとか、そういった他の地域の既存のクラブチームへ

の参加を促していきたいと考えております。美術部については他のところで

もなかなかないので、町の教養講座で美術系の教室もやっておりますのでそ

の回数をふやすとか、そこに中学生を入れるとか少し違う方向で、クラブで

はありませんが、美術を学びたい子を救う手立てを考えていきたいと思って

おります。


（八木橋成人総務課長）




- 5 -

町並びに教育委員会からの説明は以上となりますが、町の現状と対応方針

について、何かご意見等はございませんでしょうか。


（相川正光町長）


随時地域移行する計画であるということ。練習する場所は学校の体育館や

グラウンドで。


（一戸泰人教育次長）


はい。


（相川正光町長）


中体連の参加はどうなるのか。


（一戸泰人教育次長）


町にクラブが申請して、町が地域クラブとして認定すれば中体連に参加で

きます。


（下山翔大委員）


鶴田町にないクラブで鶴田町在住の生徒が中体連に出場する場合はどうな

るのか。


（一戸泰人教育次長）


現在、女子バスケが五所川原第四中学校で合同でやっているんですけど、

そこはもうクラブとしてありますので、そこが鶴田町に申請していただけれ

ば、鶴田で認定して中体連に登録できます。


（下山翔大委員）


五所川原第四中学校でやってるってことは五所川原市に申請すれば鶴田町

在住の生徒も出場できる。


（一戸泰人教育次長）


できます。


実際、鶴中の体育館を使って練習していますので、完全に五所川原という

わけではなく鶴田でも活動してるので、鶴田に申請していただければ、認定

して指導者への手当も国から出ます。


（八木橋成人総務課長）


補足で説明させていただきますと、町として財政支援という形で現時点で

制度化されているものとしては３つございます。まず、先ほども説明に出て

きました、部活動指導員への報酬です。これについては、費用弁償を含めま

して６２万円ほど予算化をしてございます。その他、スポーツクラブ指導者

助成金についても７４万ほど予算化してございます。３つ目といたしまして、

中学校部活動地域クラブ指導者助成金、これ国庫補助が入っているものでご

ざいますけれども１６８万円予算化して、町としても財政支援をしていると

いうような状況でございます。指導者は、いろいろ忙しい中で時間を見つけ
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て指導に当たっていただいておりますので、できる限りでは支援していきた

いなということで、予算化をしているところでもございます。


（長内公人委員）


現在は、中体連県大会より上位の大会の子供たちの参加費や旅費について、

町から補助いただいてるんですけれども、今回このようになった場合はどの

ように考えているのか。


（一戸泰人教育次長）


同じ考えです。クラブとして認定されれば、中学校の部活動と同じ考えで、

上部の大会に出場するのであれば同じく助成します。


（長内公人委員）


鶴田町在住の中学校の生徒に補助が出るみたいな。


（一戸泰人教育次長）


鶴田で認定したクラブチームに補助。


（長内公人委員）


鶴田の子供たちにしたほうがいいんじゃないですか。


（八木橋成人総務課長）


例えば、五所川原の子供がいるチームに全員分出すとなるとなかなか難し

い面はありますよね。


（長内公人委員）


五所川原に登録したけれども、鶴田に在住している子供たちに今までのよ

うにやっていただければ、他の市町村を見ても補助を出してるところがあま

りないので、ぜひ継続していただきたいと思います。


（八木橋成人総務課長）


今までもそうですけれど、この地域移行を進める前に、バレーボールのチ

ームについては、町外のチームに所属している鶴田町の子供さんがいました。

長内委員が言われてるような上部の大会で県外遠征する場合は、チーム全体

ということではなくて、鶴田町の子供に対する助成という形で手当してきた

と私も認識していましたので、基本的にはそういう考え方で進めていけるの

ではないかなというふうには思っています。


（長内公人委員）


今までは、学校で授業してる姿と部活動をやってる姿を、先生が総合的に

見て、うまくその子供に接してきたと思うんですけれど、それが完全に分か

れてしまって、ある高校ではある部活の生徒は学級崩壊だという情報もちょ

っと入ってきているんですね。そういったときに、我々はどういうふうに関

わっていけたらいいのか、どういうスタンスでいたらいいのかというのを、

共有できれば。もしくは、教育委員会からこういうふうな体制で指導したら
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いいという指針を作ったほうがいいと思うんですけれど、いかがでしょうか。 

（一戸泰人教育次長）


確かに先生から離れてしまえば、部活は一生懸命、授業はおろそかになる、

でも、先生はそれを、何も指導できないと、実際小学校がそういう状態にな

りつつあり、部活動に入っている子供の集中力がなかったり、その部活によ

っては遅くまで練習したりあるので、町としても平日は２時間、休日は３時

間、土日のどちらかは１日休む、平日も５日のうち４日間だけ活動するとい

うガイドラインを決めて、それに則った形で練習計画を出してもらって認定

かけますので、教育委員会としては指導者に対して、部活だけじゃなくそう

いうところも指導してくださいと、そこはおろそかにしないようにという指

導はしていきたいと考えております。小学校についても春に１回、各クラブ

を学校に集めて施設の使い方やその授業に支障をきたすことが極力ないよう

にという話し合いはしておりますので、中学校に関しても地域移行した後で

も、学校と関わりがないということではなく、あくまでも授業がメインとい

うことを指導していきたいです。


（八木橋成人総務課長）


現状でも色々な課題とか、あるようでございますので、その辺については、

学校運営がうまくいくというのを原則として対応していかなければならない

のではないかなというふうに思います。


（相川正光町長）


現在、地域クラブ移行済みが、相撲クラブと柔道クラブで、その他で陸上

とか女子テニスとかに指導者を配置してますよと。そういうところは、地域

クラブ移行することは可能で、一番の課題は指導する人がいないところ、も

し指導する方がいれば、競技をやってる子供たちの保護者が中心になって、

クラブを設立して運営していくと。そして指導者をお願いして、町の教育委

員会から補助金を出していくと。


（一戸泰人教育次長）


卓球は指導者がいないので、卓球協会に教える人がいるかどうかを打診を

しております。女子バレーボールにつきましても下山学園さんに話はしたん

ですけれども、高校の部員数が多いため、合同で練習することは無理だが指

導者の派遣はできるかもしれないという話で、こちらでも指導した先生に対

して助成はしますのでという話をしています。水泳とスキーは個人ですので、

各スイミングクラブとか、スキーについては個人で登録していただく形にな

ります。サッカーは校長先生との話し合いの中で、クラブ化するにしても顧

問不在で話を進めないで、必ず顧問と保護者とで十分に協議してクラブ化を

進めるということです。
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また、現時点の顧問が自分で指導したいのであれば、兼職兼業届を出せば

指導者として残れます。


（相川正光町長）


そういう制度も活用しながら、先生に無理なことを押しつけてもダメだけ

れども、本人がいいのであれば兼業の形でやってもらうと。


（下山翔大委員）


指導者の確保が鶴田町としては一番の課題だというふうにお話伺ったんで

すけれども、私もいろんな地域での地域移行を見てきて、地域移行するため

に動いてる方と地域移行でクラブ活動を運営されている方に様々ご意見を伺

ったところ、やはり移動送迎問題というところが課題として大きいと伺って

きました。県内では、むつ市が「むつ☆かつ」というので先進事例として、

クラブ活動への移行を進めたということで、視察もさせていただいて課題を

聞いたときには移動の問題がまだまだ難しいというふうに伺っておりまし

た。先生とお話してても引率はどうするんだとか、送迎のときの責任はどこ

になるのかとか、町として部活動地域移行化したときの移動送迎問題に対し

ての考えがあればお伺いしたい。


（一戸泰人教育次長）


基本的にはそのクラブの保護者にやっていただく。県大会とか東北大会で

バスを使う必要があるとなったら町からの助成を活用していただいて各団体

で対応していただく。


（長内公人委員）


例えば、必ず保険に入るとか、何かガイドライン的なものは。


（一戸泰人教育次長）


要綱は作っておりますので、各部活動にはそこも示しながら。


（長内公人委員）


結局、安く抑えようとしてニュースのような事件が発生していると思いま

すので。


（下山翔大委員）


教職員の働き方改革を中心にお話が進んでるんですけれども、保護者さん

たちのやることが増えるようではまたそこに負担感が出てくるので、地域ク

ラブの責任の所在だったりとか明確に示されていると、地域クラブとしても

運用しやすい。


（一戸泰人教育次長）


保護者からもらうのは、基本的に今の部費程度を想定して徴収すると、そ

れで活動費がまかなえないんであれば相談していただくことになります。今

まで部費として集めた中で運営できているので、そう考えると大丈夫じゃな
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いかなとは思います。また、困窮世帯の子供たちは国からの補助があります

ので、申請していただいて部費の補助とかも考えていきます。


（相川正光町長）


現在中学校の部活をやってる人で、完全に鶴田中学校を離れてクラブチー

ムに入っている人は。


（一戸泰人教育次長）


います。


（相川正光町長）


そういう形でやるか、町にクラブを作って中体連にでるか。


それから指導者は学校の授業が終わった３時ごろから２時間ぐらいやると

なると大変難しくはあるが、教育委員会で頑張っていただいて子供たちの希

望を叶えてあげるようにしていただければと思いました。


（八木橋成人総務課長）


ありがとうございます。教育委員会としては令和８年度は移行への準備期

間とされて、令和９年度からは完全移行、いわゆる部活動の廃止ということ

も銘打っておりますので、今年度はそういう意味では途切れないためにもき

ちんした移行手続きが必要になるかと思いますので、その辺も踏まえて対応

をお願いできればというふうに思います。


 

②教職員の配置状況について


（一戸泰人教育次長説明）


中学校は令和６年度から８年度は未配置がありません。小学校は令和６年

度当初では加配部分は、加配定数６人に対して年度初めに３人の配置で３人

の未配置、年度末までかけて２人加配されて、結局、年度１人減のままとい

うことで、町の財政の方にお願いして７月から支援員を１人増やしていただ

きました。令和７年度に関しましては加配定数が４人に対して、年度初め２

人で、２人の未配置でしたが、財政にお願いをして６月から１人支援員を増

やして、年度末までにかけて県の非常勤講師が２人配置されまして定数を満

たしておりました。今年度は未配置はありませんが、支援員は８人のままと

なっております。職員の配置状況は以上となります。


（竹浪誠也教育長）


本来配置しないといけない人数の不足というのが、本県は小学校では全国

で１番、中学校では全国で２番目にその配置率が悪いという状況です。


小学校は去年まで足りなかったが今年度は満たしていて、どうしてそうな

ったかというと、今までは加配する先生は臨時講師つまりフルタイムでなけ

ればダメというのが国の言い分だった。ところが、それだと確実にもう人が
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足りなくなってしまうということで、青森市は県に対して非常勤講師でもい

いからとにかく人を配置してくださいという要望を出して、非常勤講師でも

加配として認めていきましょうとなり、それから全県的にやりましょうとな

って、鶴田小学校では臨時講師が１人、非常勤が２人を加配として、鶴田中

学校では、加配５に対して６人となっています。


本県の不足率が全国１位２位の状況の中で、加配が満たされているという

のはよかったなと、去年や一昨年から見れば改善されてきているという状況

にあります。


（長内公人委員）


私たちが子どもだった頃は、３０人くらいに先生が１人だったような記憶

があるんですが、それだと今は指導する量が多いので足りないということな

のですか。


（竹浪誠也教育長）


学級の定員は４０だが、青森県の場合は４１を超えると３３にして２学級

にするということで、少人数の体制をとった。少人数にすると先生が多くな

るので、先生が足りなくなってしまう。少人数指導をやればやるほど先生は

不足してくる。それから私たちが小学校のときには、例えば、その学校に１

２学級あれば、大体先生が１２人から１３人ぐらいで全部まわしていたが、

最近は、いわゆる少人数、ＴＴ、１つの学級に２人入るとか、もっときめ細

やかな指導をしようということで加配が始まった。しかし、加配がこないの

で、各学校は不平不満を事務所にぶつけている状況があります。


（長内公人委員）


支援員っていうのは、鶴田町独自でやる職員なんですよね。人材は豊富な

んですか。


（一戸泰人教育次長）


なかなか探しづらい。


また、臨時講師の希望者も少ない。非常勤でパートタイムでいいっていう

人はいるが、退職してからフルタイムではできないという人が多いので、な

かなか県でも見つけにくい状況です。


（竹浪誠也教育長）


非常勤講師をやってる人と話をしたとき、朝ドラを観て、余裕を持って出

勤して、少し早めに家に帰ると、フルタイムが辛くて退職してる先生方なの

で再びフルタイムでは働かない。だから、非常勤講師を除外してしまうと、

もう臨時講師はほとんどいなくなってしまうということですね。


そして支援員というのは町でお金を出していて、支援員をこれくらい出し

てるのは、相当町で頑張ってくれていて、とてもありがたいことです。
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（相川正光町長）


フルタイムで働くということを定年過ぎてからは嫌がるということで、加

配についてフルタイムでないとダメというところを改善する働きかけをして

ほしいということを県に去年も要望して、また、１０月頃にあった西北五圏

域の市町村長と知事との意見交換でも加配についての意見を述べた。去年は

加配が足りないということで何回も県や教育事務所にお願いをした。


（竹浪誠也教育長）


加配については、広域の課題で小学校長会・中学校長会でも毎年しつこく

要望している。色々な団体から県に対して要望して、最近やっと変わってき

たという感じ。


（相川正光町長）


青森市が県と話をして、フルタイムしか認めないというところをフルタイ

ムじゃなくてもいいとした話があったが、そこがネックになっているため、

県を通して国に対してルールを変えてほしいと、町含む教育関係の団体も要

望は続けてきている。


（八木橋成人総務課長）


教育長がおっしゃられた非常勤講師、これは県独自の施策として、非常勤

でもいいですよということで舵を切ってくれたことに伴って、令和８年度に

ついては小中学校ともに定数を満たしている。そういう状況になっていると

いうことについては非常に町としては喜ばしいことではないかなというふう

に思っています。


また、支援員は、小学校については、追加含めて令和６年度、７年度、８

年度ともに、８人ずつ配置をさせていただいています。小学校の令和８年度

のクラス数は２２クラスということで、前年度と比較しますと２クラス減少

しています。それに対しての加配定数ということで、３人の定数に対して３

人配置と充足しているような状況であります。先ほど教育長の方からは、鶴

田は手厚くやっていただいているということをお話いただいて、町としても

お褒めの言葉ということで理解をしておりましたけれども、８人というのが

適正な数かどうかということで、私は財政を担当してる関係で、少しどうな

のかなというふうな思いでいます。基本的に講師、学校の教職員については、

県費負担と言って、給料含めてすべて県が負担しています。学校支援員につ

いては、補助とか全くなくすべて町で負担してます。実際にいくらかかって

るかというと４２００万かかってます。そこで、私が言いたいのは、昨年度

と比較して２つクラスが減少している状況で定数については充足されている

状況、支援員はいればいるほど、現場の負担軽減にはなるんですけれども、

一方で、町としての財政負担というのは大きくなるばかりです。特に、給与
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面も軒並み上がっていってる状況で、町の負担も増加しています。令和８年

度で言いますと、４２００万が丸々の町のお金として負担している状況であ

りますので、適正な学校支援員の数というのも、また課題ではないかなとい

うふうに思っています。生徒数、クラス数が減少に転じている中で、学校支

援員の数も、少し見極めていく必要はあるのではないかなというふうに思っ

ています。他の市町村と比べて、単純に比較して、同規模と同じようにする

べきだという議論ではなく、鶴田町独自の特殊な事情というのも加味する必

要もちろんあるとは思いますが、適正な配置数、生徒数に応じた見直しとい

うことも必要ではないかなということで、私の方からはご意見を申し上げさ

せていただければというふうに思っています。よろしくお願いいたします。


また、昨年度は加配分が満たないということで、いろいろ学校内でも問題

になっていたということで、県に対する要望を非常に強く行ってきた結果、

県の方で方針変えていただいて、非常勤ではありますが一応定数を充足して

いる状況でありますので、これを継続していけるように我々としてはまた要

望していければなというふうに思っています。


（下山翔大委員）


支援員の働き方についてお伺いできればと思います。


今の若い世代の教職員、退職された教職員の働きづらさというのが、まず、

市町村によって違うかもしれないが、朝の勤務時間が８時からなのに生徒さ

んはそれより前から登校しているので対応に追われる。休憩時間にもかかわ

らず、生徒がいるので休憩がとれない。あと、放課後の部活動、土日も部活

動の対応だったり自分のプライベートの時間が取れないっていうので離職さ

れてる教職員がたくさんいらっしゃいますので、支援員の働き方が、若い教

職員が今後教員として働き続けたいと思う１つの施策になればいいのかなと

思い、支援員の業務について少しお伺いできればと思います。


（一戸泰人教育次長）


支援員の業務は先生の補助で、教室に入って気になる生徒のところに行っ

て教える。勤務時間が６時間で、休憩入れると６．５時間で、何時から何時

までというのは各学校に任せていますが、大体、小中とも終わるのが２時半

頃だと思います。小学校だと授業中にクラスを抜け出す子がいるので、その

対応とかも支援員がやっているということです。ほぼ退職した先生ですが、

若い人で教員免許がない方もいて、興味があれば後々教員になったりしてく

れるんではないかと思います。逆に、弘前大学の教育学部を卒業しても、先

生にならない人が多数いて、また、教育実習に行けば先生が嫌になって、逆

に先生になりたくなくなる人がいるという現状。先生の働き方を改革してい

かないと、なり手がなかなかいないと思っております。支援員の数について
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も、令和５年度は５０４人に対して７人で、１人当たりの生徒児童数が７２

人だったんですけれども、今年は８人で、１人当たり５０人ということで、

他の市町村では１人当たりが１２８人というところもありますが、他と比べ

るのではなく、鶴田はどうしていったらいいかというのを来年度に向けて考

えていきたいです。


（下山翔大委員）


ありがとうございます。


（竹浪誠也教育長）


支援員の人数については、小学校の場合は統合してからまだ落ち着かない

状況があるんです。抜け出しも頻繁にあって、先生方はかなり疲労困憊して

るという状況もあります。このときに、支援員がいることによって様々なサ

ポートができているという状況があって、学校としては支援員がいることに

よって非常に助かっているというのは校長からいつも聞かされますので、や

っと今落ち着いてきた状況ですけども、まだまだですので、この支援員８人

というのは有効に使われている。


それから、ＳＳＳといって、印刷とか配布物それから丁合、これを専門に

やる人も１人入れてるんです。これは、その学校によって使い方をきちんと

やると、本当にいわゆる働き方改革で助かってるという状況もありますので、

特に小学校に関してはこの８人というのは、かなり重要な形で使われている

ということです。


（長内公人委員）


話が戻るんですが、部活動の地域移行についてなんですが、どのクラブの

保護者からも体育館を思うように使えないという話を聞きます。これから地

域移行となってくると、もっとそういうふうになってくるんじゃないかなと

思うので、せっかくある町の公式のラインとかを上手く使いながら、空いて

る日を確認できるような仕組みがあればいいと思いますし、中学校とか、水

元中央とかをうまく活用していければいいなと思います。特に冬期はどの部

活動も使いたいと思うので何かちょっと工夫していただければと思います。


（一戸泰人教育次長）


冬の体育センターの使用に関しては、各クラブ、部活、小学校も含めて１

０月に集まっていただいて、１１月からどこが何時に使うとかというのを抽

選形式で決めてましたけども、中学校の部活動が地域移行してしまえば、中

学校の体育館も地域開放ということで、その割り当てになっていくものでは

ないかと思いますので、体育センターも含めてどのクラブがいつ使うという

のをきちんと決めて、使わない日ががあった場合は町公式ラインで見て予約

を取れるような形にしていきたいなと思っております。
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③その他


（下山翔大委員）


１２月の議会で質問が出ました「子供の非認知能力」について、議会で質

問・答弁されてたと思います。教育委員会の会議でも、教育長からお話があ

り、答弁の記録を見てそのとおりだなと思いました。そこで、情報提供とい

うところでお話できればと思います。


リバプールＦＣを皆さんご存じでしょうか。ヨーロッパのリバプールＦＣ

と日本財団が協力して、日本全国で「リーダーズ・オブ・トゥモロー」とい

う活動を始めていて、この活動がまさに非認知能力を向上させるプログラム

を提供しております。資料もありますので後ほど教育委員会に共有できれば

と思うんですけれども、このプログラムを青森県でも広めていきたいという

ことで、私も研修の方に参加させていただいて、指導者講習を受けて、リバ

プールＦＣのプログラム則った指導ができるようになりました。もう１名、

鶴田町から参加された方も、無事に指導者の資格を得ることができました。

実際に、昨日つがる市の瑞穂小学校さんの方で指導してきまして、今日は午

後から青森市の山内小学校の方での指導があります。このプログラムに関し

ては、月４回までのプログラムとなっているのと、非認知能力の向上のため

にしっかりとモジュール分けされていて、７つの非認知能力である自信・向

上心・課題解決・協力・探究・行動力・主体性を育んでいく、リバプールが

考えたプログラムを実施できるものとなっております。リバプールとしては、

青森県内で興味のある小学校にこれを提供していきたいというところがあっ

て、今は興味を持ってくれて一緒に活動してくれる小学校を探しているとい

う段階でございます。無料で受けられるプログラムになっていますので、ぜ

ひ、鶴田町でも検討いただければと思っての情報提供でした。


（一戸泰人教育次長）


資料いただければ、ぜひ小学校の方にもＰＲしていきたいと思います。


（竹浪誠也教育長）


学校には、議会の状況については、校長を通してお話をしました。こうい

うことを普段から頭の片隅にでも意識して、教育活動をしてくださいという

指示はしました。


（八木橋成人総務課長）


他に、何かありませんか。


ないようですので、最後に町長からあいさつをお願いします。


（相川正光町長）


今日は、長時間にわたりまして、この会議に出席していただきましてあり
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がとうございます。私も、部活動の地域移行の状況を改めて認識させていた

だきましたし、課題については少しでも解決していくようにして、子供たち

が来年度から気持ちよく地域移行できるように、残りの期間を通して努力を

していただければと思っております。


また、教職員の配置状況については、報告がございましたように、加配定

数はすべて配置されているということでございますので、これからも県の教

育委員会にお話をしながら、子供たちの教育を充実させていくように、一緒

に共有してやっていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。今日はありがとうございました。


（八木橋成人総務課長） 

以上をもちまして、令和８年度第１回鶴田町総合教育会議を終了いたしま

す。お疲れ様でした。



